
2021年10月〜2022年3月（FS）及び2022年10月から
「教育データ利活用EdTechのELSIとRRI実践」
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グループ 氏名 所属 専門

ELSI伴走
グループ
(ELSI対応方策
の提言やインク
ルーシブなアウト
リーチ／パブリッ
クエンゲージメン
ト活動の実施)

○加納圭 滋賀大学教育学系 EdTech開発・パブリックエンゲージメント

塩瀬隆之 京都大学総合博物館 EdTech開発・インクルーシブデザイン

水町衣里 大阪大学ELSIセンター 科学コミュニケーション

村上正行 大阪大学全学教育推進機構 教育工学

若林 魁人 大阪大学ELSIセンター EdTech開発・ELSI研究

ELSI調査
研究
グループ
(ELSI論点の整
理・分析や
根源的問いを探
究)

○岸本充生 大阪大学ELSIセンター ELSI・リスクガバナンス

神崎宣次 南山大学国際教養学部 倫理学

後藤崇志 大阪大学人間科学研究科 社会心理学・教育心理学

堀口悟郎 岡山大学学術研究院社会文化科学
学域(法学系)

憲法学

ELSI国際
比較
グループ
(ケース集作成や
日本社会適応要
素を整理・分析。)

○藤村祐子 滋賀大学教育学系 教育行政学

佐藤仁 福岡大学人文学部 教育国際比較

高橋哲 埼玉大学教育学部 教育法学



パブリケーション



政策的に必要だと思われること

ステアリングや
ナビゲーションシステムに相当する
「EdTechのELSI対応方策」

が必要ではないか

⚫ 日本版Pledge

⚫ ガイドライン

⚫ Q&A集

⚫ テクノロジーアセスメント

／倫理審査の仕組み

（大学だけでなく自治体・企

業においても）
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